
 

 

高齢者向け電動アシスト自転車貸出事業 

 

１ 背景及び目的 

昨今、免許返納の問題などの「高齢者の移動手段確保」及び扶助費増加に伴う自治体の

財政難に備えた「健康寿命の延伸」が大きな社会問題となっています。 

上記２つの課題を自転車が解決できる可能性が多いにあると考えております。 

そこで、この度、国（経済産業省）が創設した「多様なモビリティ導入支援事業補助金」

を活用し、高齢者に対して、安全講習会を実施したうえで約半年間、電動アシスト自転車

の貸出を行いました。貸出期間中はなるべく車ではなく電動アシスト自転車を利用いた

だくことで、「車に頼らない生活の体感」、「電動アシスト自転車の効果の体感」により、

車から電動アシスト自転車への転換を促すものです。さらに「GPS による移動データの取

得」、「車から電動アシスト自転車に転換する際の課題の把握」等を行い、次なる施策の検

討に生かすものです。 

上記取組を行うことで、車から電動アシスト自転車への転換を促し、「高齢者の移動手

段確保」及び「健康寿命の延伸」を図ることを目的としています。 

（参考） 

・高齢者の外出目的で最も多いのが日用品の買い物であり、頻度は約１３日／月・人という結果が出てい

ます。本市で実施したアンケート（H30）では、自転車で移動可能な距離は６５歳～７４歳が４．３ｋｍ

という結果が出ているので６ｋｍ四方の茅ヶ崎市において日用品の買い物を想定した場合そのほとんど

を自転車がカバーできるのではないかと考えます。 

・全国的にみて老衰死の割合が高く、かつ一人当たりの医療費も低い茅ヶ崎市は、自転車利用割合（２３％）

が県内１位であることから自転車利用が健康寿命の延伸に寄与していると考えています。 

・市が実施したアンケートでは、自転車を所有している６５歳以上の方のうち、電動アシスト自転車を利

用している方は１割～２割であることから、まだまだ電動アシスト自転車普及の可能性があると考えま

す。 

 

２ 実施状況 

(1) 実施時期 

令和 2年 7 月 1 日～ 7 月 31 日   ：参加者募集（市 HP、広報紙などで周知） 

     10 月 21日～11 月 15 日   ：安全講習会実施 

          講習日～令和 3年 3月中旬 ：貸出期間（約半年間） 

 

(2) 応募状況 

 定員４０名（２輪：３５名、３輪５名）の枠に対して、１８４名の応募がありました。 

上記のことからも関心の高さがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

令和２年度成果資料 

茅ヶ崎市都市政策課 



 

(3) 主な貸出物品 

 ア ２輪電動アシスト自転車（３５台）   イ ３輪電動アシスト自転車（５台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ ヘルメット 

 

 

 

 

 

 

 

 

※電動アシスト自転車に乗る際は、必ずヘルメットを着用することとしています。 

 

(4) 安全講習会の実施状況 

  安全講習会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止の観点から、10 名ずつに

分けて、少人数で開催いたしました。 

 ア 講習会の内容 

・事業概要説明及び交通ルールに関する説明（20分） 

  ・電動アシスト自転車の使用方法の DVD 視聴（5分） 

  ・質疑応答（10 分） 

  ・ロコモ度テスト（※1）（20分） 

  ・電動アシスト自転車試乗（20 分） 

 

（※1）ロコモ度テストとは、公益社団法人日本整形外科学会が策定したものであり、年代

相応の移動能力があるかどうかを測定することで、将来のロコモティブシンドロー

ム（ロコモ）になる可能性を判断するテストです。 

    テストは、①立ち上がりテスト、②２ステップテスト、③ロコモ２５（２５個の質

問に答えるもの）の３つを行い、その結果によって判定を行います。 

    「ロコモ」とは、運動器の障害による移動能力の低下のために、要介護になってい

たり、要介護になる危険の高い状態。 

 

 



 

 イ 講習会の様子（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 結果（アンケート、GPS データより） 

(1) GPS データ 

国の補助金の条件として、貸出した電動アシスト自転車の移動データの取得が必須になってい

ましたので、電動アシスト自転車に搭載した GPS 装置にて移動データを取得しました。取得期間

は、講習日から令和３年１月２２日までの約３か月間。詳細は次のページをご参照ください。 

 

 

概要説明 DVD 視聴 

立ち上がりテスト ２ステップテスト 

電動アシスト自転車の使用方法説明 電動アシスト自転車の試乗 
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ウ 考察 

【２輪】 

・実使用日数が３５名の平均で３１日となっていることから、約９０日のうち、３１日使用して

いただいていることから、だいたい３日に１回の頻度で電動アシスト自転車を利用しているこ

とがわかります。 

・１日平均走行距離が３５名の平均でが約２ｋｍ、１日平均走行時間が２１分となっており、 

３輪に比べて距離や時間が少なくなっております。これは、今回貸出した２輪の電動アシスト

自転車が IC カードで開錠する特殊なシステムを採用しており、GPS 信号の通信不具合で外出

先で鍵が開かず、帰宅できない事象が多く発生したことから、遠くへ行くことを参加者が自粛

したことが影響していると考えられます。（３輪は、簡易の GPS装置を後付けで設置したので、

鍵は普通の自転車と同様のディンプルキーを採用しています。） 

 

【３輪】 

・実使用日数が５名の平均で３９日となっていることから、約９０日のうち、３９日使用してい

ただいていることから、約２日に１回の頻度で電動アシスト自転車を利用していることがわか

ります。 

・１日平均走行距離が５名の平均でが約７ｋｍ、１日平均走行時間が４５分となっており、１使

用平均走行距離が約４．４ｋｍ、１使用平均走行時間が２７分となっていることから、当初の

想定どおり、平成３０年度に実施したアンケート結果（自転車で移動可能な片道の距離は６５

歳～７４歳が４．３ｋｍ）と合致していることがわかります。また、後述の３(2)で記載してい

るアンケートでも貸出中の主な使用目的は、買い物が４２％と最も多くを占めているので、当

初想定していた市内の買い物で使用していただいているのではないかと考えます。 

・１日あたりの最長走行距離が５名の平均で約２０ｋｍとなっていることから、移動手段として

だけではなく、余暇活動（海までサイクリングなど）として、楽しんでおられるとも考えられ

ます。後述の３(2)で記載しているアンケートでも、貸出中の主な使用目的が、買い物の４２％

に次いで、余暇活動が２９％となっていることからも、余暇活動としての活用方法も有効であ

ると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) アンケート結果 

 国の補助金の条件として参加者に対してのアンケート調査が必須になっていたこと及び、

今後の施策に生かしていくために、参加者全員（４０名）にアンケート調査を実施しました。 

ア アンケート結果詳細 

問２ 貸出した電動アシスト自転車の「主な使用目的」は何ですか。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・貸出した電動アシスト自転車の主な使用目的は「買い物」が最も多く４２％、次いで「余

暇活動」が２９％となっています。 

 

問４ 電動アシスト自転車貸出前と比較して、「外出回数」は変わりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者のうち４０％の方が貸出前と比較して外出回数が「増加した」と回答しています。 

 

問５ 電動アシスト自転車貸出前と比較して、「外出距離」は変わりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者のうち４５％の方が貸出前と比較して外出距離が「増加した」と回答しています。 

n=83 
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問６ 電動アシスト自転車「貸出前」の主な移動手段は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・貸出前の主な移動手段は、「自家用車やバイク」が７３％となっており、普段、自家用車

やバイクでの移動が多い方が参加していることがわかります。 

 

問７ 電動アシスト自転車「貸出中」の主な移動手段は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・貸出中の移動手段は、「自家用車やバイク」が３３％と低くなっており、その４０％分の

方が自転車に転換していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=45 
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問８ 電動アシスト自転車貸出後、「身体面（体が軽くなったなど）」での健康状態の変化は

ありましたか。変化があった場合、どのように変わったか教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・貸出後、身体面での健康状態が「改善した」と４５％の方が回答しています。 

（変化の内容） 

→普通の自転車だと膝が痛くなるときがあったが、電動アシスト自転車は痛くならない 

→足腰が強くなった気がする 

→外出回数が増加し、体調がすこぶる良くなった 

 

問９ 電動アシスト自転車貸出後、「精神面（気持ちが明るくなったなど）」での健康状態の

変化はありましたか。変化があった場合、どのように変わったか教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・貸出後、身体面での健康状態が「改善した」と６１％の方が回答しています。 

（変化の内容） 

→車で見過ごすような街の景色に気づくことができ楽しみが増えた。 

→自然の風を感じ、葉の色つきなどをゆっくり見ながら移動でき気持ち良く、気分もスッ

キリした 

→コロナ禍でも外出を楽しめた 

→外出が億劫でなくなった 

→車に比べて事故の心配も少ないので気楽 

→風をきって走る爽快感がよかった 

 

 

n=40 

n=41 



問１０ 電動アシスト自転車貸出終了後も、電動アシスト自転車を利用したいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者のうち８０％の方が貸出後も電動アシスト自転車を「利用したい」と回答していま

す。 

 

問１１ 電動アシスト自転車貸出終了後、電動アシスト自転車を購入する予定はあります

か。また、その理由も教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者のうち、５５％の方が「購入したい」と回答しています。 

（理由） 

→今回の貸出事業がきっかけとなり、購入した 

→使用してみて楽だったので、購入したい 

→購入したいが、価格が高いので、もう少し買いやすい価格になってほしい 

→免許返納する前の若い年代から利用したほうがよい 

→電動アシスト自転車を購入し、今後はなるべく自転車で行動しようと思う 
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問１２ 電動アシスト自転車は免許返納後の代替手段となり得ると思いますか。また、その

理由も教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者のうち、「代替手段になる」が３２％、「部分的にはなる」が４９％を占めており、

８割以上の方が代替手段として前向きに感じていることがわかります。ただし、雨天時、

荷物が多い場合、同乗者がいる場合などは、やはり車が必要という意見も多く、「部分的

にはなる」が４９％を占めています。 

（理由） 

→日常の移動手段としては有効 

→大きな事故を心配しなくてよい。ただし雨天時の不便さを考えてしまう 

→雨天時、荷物が多いときなどは自動車を使わないというわけにはいかない 

→免許返納し、車もバイクも乗れなくなったら電動アシスト自転車が頼みの綱 

→自分一人の移動なら良いが、家内の通院など同乗者がいる場合は、車が必要 

→代替手段として多いに期待できる。ただし、遠方や荷物が多いときはバスを使うかも 

→近場への移動手段としては良い 

→何かあったときのために免許はもう少しもっておきたい 

→免許返納時はかなり高齢だから自転車も危ないのでは 

→十分に代替手段になると思う。近所の高齢者にも電動アシスト自転車を勧めている。 

→介護や孫など自分以外の事が入ってくると車が必要 

 

問１３ 電動アシスト自転車が自動車の代わりになると思いますか？その理由も可能な範

囲で記述をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者のうち、「代わりになる」が２０％、「部分的にはなる」が６０％を占めており、８割の

方が電動アシスト自転車を自動車の代わりとして前向きに感じていることがわかります。 

n=41 

n=40 



ただし、雨天時、荷物が多い場合、同乗者がいる場合などは、やはり車が必要という意見も多く、

「部分的にはなる」が６０％を占めています。 

（理由） 

→自動車を使う機会を少なくすることはできる。 

→荷物が多いとき、雨天の時、遠方への買い物などは車が必要。ただし近場の買い物や気

分転換には自転車は最適 

→雨天時や荷物が多いとき以外は代わりになる 

→脱炭素社会になっていくと思うので、今後は経済的にも優しい電動アシスト自転車を利用する。 

→片道１０ｋｍくらいなら十分車の代わりになる。 

→悪天候や同乗者がいるときは、車の代わりにならない 

→今後、移動は電動アシスト自転車頼みになりそう 

→近場への買い物なら車よりも自転車のほうが便利 

 

問１４ 自動車から電動アシスト自転車に転換する際の「課題」を教えてください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自動車から電動アシスト自転車に転換する際の課題として「自転車走行空間整備」がもっとも多

く３０％、次いで「天候」、「荷物」、「価格」、「遠方への移動」が続く形となっています。 

 

問１５ 貸出期間中電動アシスト自転車ではなく車を利用する場面はどのような場合でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自動車を利用する場面として、「雨天時」、「同乗者がいる場合」、「荷物が多い場合」が概

ね３割づつであることがわかります。 

・「その他」として、遠距離の移動も車を選択する理由の一つになっているようです。 

n=37 
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問１６ 今回、貸出した電動アシスト自転車のデザインはどうでしたか。また、その理由も

教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・貸出した電動アシスト自転車のデザインについて、「良い」が３０％、「まあまあ良い」が

４８％となっており、約８割の方が概ね満足していると考えられます。 

 

問１７ どのようなタイプの自転車なら乗りたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自転車のタイプについては、今回貸出した「ママチャリ（アシストあり）」に乗りたいと

いう方が５９％と多くを占めてします。 
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問１８ もっと多くの方に「自動車」ではなく、「自転車」でまちなかを移動していただく

には、どういった取組が必要か教えてください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自動車ではなく、自転車でまちなかを移動してもらうには、「自転車走行空間整備」が必

要と答える方が７０％を占めています。 

・参加者の声として、実際に市内を自転車で走行すると、自転車が走行しやすい道路になっ

ていないという意見が非常に多かったです。 

 

問１９ 今回の電動アシスト自転車貸出事業に参加した感想を教えてください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回の電動アシスト自転車貸出事業に参加した感想として、７３％の方が「とても良かっ

た」、１８％の方が「まあまあ良かった」と回答しており、約９割の方が良いと回答して

います。 

・貸出当初、IC カードでの開錠がスムーズにいかず、外出先で鍵が開かず帰宅できない事

象がかなり発生し、参加者の方に御迷惑をおかけしてしまったが、それにも関わらず、９

割の方が今回の事業に参加して良かったと回答してくれている。 

※３５名中、１８名の方が ICカードの開錠がスムーズにいかず、使いづらかったと回答し

ています。 

 

 

 

 

 

n=43 
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（感想） 

→大変良い企画だった。ヘルメットを有効活用することができた。 

→以前から購入しようか迷っていたので、実際使用してみて購入しようと思う 

→道路が自転車のために作られていなく、高齢者には危険 

→自転車に乗れる年齢で電動アシスト自転車を体感できてよかった。もっと大勢の方に

体感してもらいたい 

→久しぶりに自転車に乗る機会をいただき、気持ちよく嬉しかった。素晴らしい機会を与

えていただいたことに感謝している 

→電動アシスト自転車なら９０歳を過ぎても乗れる気がする。楽な自転車を経験させて

いただきありがとうございました。 

→想像以上に楽だった。車を運転するときに自転車に気を付けるようになった 

→これまでは近くでも車で移動していたので今はなるべく自転車で行くようにしている 

→今回の貸出事業をきっかけに免許返納後の移動手段として、電動アシスト自転車とい

う選択肢があることを知ったのでとても良いきっかけになった。ヘルメットはできれ

ば被りたくない。 

→出来れば、貸出いただいた電動アシスト自転車を払い下げてもらいたいくらい 

→車と違い、駐車料金がいらないので助かる 

→コロナ禍でも電動アシスト自転車が元気をくれた。 

 

イ 考察 

・問２の貸出中の主な使用目的は、「買い物」が４２％と最も多く、当初想定していたとお

りの使われ方をしていたと考えられます。また、「余暇活動」が２９％と次に多く余暇活

動としても自転車が利用されており、身体面での健康増進やストレス解消など精神面に

も効果があると考えられます。 

・問６では貸出前の主な移動手段は、「自家用車やバイク」が７３％となっていたのに対し、

問７の貸出中の移動手段は、「自家用車やバイク」が３３％と低くなっており、その４０％

分の方が「自転車」に転換していることがわかります。このことから車やバイクに代わる

高齢者の移動手段の１つとして、電動アシスト自転車が有効であることを示していると

思われます。 

・問９で貸出後、精神面での健康状態の変化について、６１％の方が「良くなった」と回答

しており、その理由も、車では目に留まらない景色を楽しめたり、風を感じる爽快感が気

持ちよいなど、主観的なものではあるが、精神面での良い効果があると考えられます。 

・問１０の今後の利用希望は、「利用したい」が８０％となっているのに対し、問１１の電

動アシスト自転車の購入希望は「購入したい」が５５％となっていることから、やはり価

格がネックになっていると考えられます。 

・本事業の目的の１つである自家用車から自転車への転換について、問６で貸出前の主な移

動手段を「自家用車、バイク」と回答されている３３人のうち、問１１で１６人が電動ア

シスト自転車を購入したいという回答がありました。また、問１１に関して電動アシスト

自転車の価格について意見があるように、効果が不明確である中で簡単に買えるような

価格ではありません。この点に関して、短時間の試乗ではなく一定の期間を貸し出すこと

で電動アシスト自転車の効果を実感すれば購入に至る可能性があがるのではないかと考

えられます。 

 



 

・問１２、１３で、電動アシスト自転車が免許返納後の移動手段となるかや、自動車の代わ

りになるかの問に対して、「なる（２～３割）、部分的にはなる（６～７割）」が８割を占

めており免許返納後の代替手段の一つとして有効であると思われます。ただし、雨天時、

荷物が多い場合、同乗者がいる場合、長距離の場合などはやはり車が必要であるという意

見も多かったことも事実なので、自転車で移動できる場合は自転車を使用してもらい、車

でないとダメな場合のみ車を使うような使い分けを若いうちから行うことで、免許返納

をスムーズに行えるのではないかと考えています。若いうちから自転車を使用すること

で足腰も鍛えられるので、免許返納の年齢になっても十分自転車を利用できるのではな

いかと考えています。また、早い段階から使い分けを行うことで、車でないとダメな移動

が明確になるので、車を手放すことの抵抗も少なくなるのではないかと考えます。さらに

なるべく車を使わない生活をすることで、車の必要性も薄れてくるのではないかと考え

ます。 

・問１８でまちなかを自動車ではなく、自転車で移動していただくために必要な取組とし

て、約７割の方が自転車走行空間整備など自転車で走行しやすい道路整備をあげている

ので、いかに車中心の道路整備から人中心の道路整備に切り替えていくかが重要である

かがわかりました。 

・問１９より、今回は半年間貸出することで、電動アシスト自転車の良さ（走りだしのふら

つきが少ないこと、坂道が楽など）をその場限りの試乗ではなく、日常生活の中で体感し

てもらえたことで、電動アシスト自転車が生活に不可欠な存在になったことも良かった

と思います。 

・今回の貸出事業にて、免許返納後の移動手段として、電動アシスト自転車も選択肢の一つ

として認識していただけたことも効果であると考えています。 

・今回の参加者だけではなく、参加者の周りの方に電動アシスト自転車の良さを広めてくれ

ている人もおり、４０名以外の方への波及効果もあったと考えています。 

 

４ 今後の展開 

・国の補助金の条件として、令和３年度も引き続き貸出事業を行うことが条件になっていま

すので、令和２年度に応募いただいた方で、選考から漏れてしまった方へ貸出を行う予定

です。令和３年度は、５月～９月に４０名、１１月～３月に４０名の計８０名に貸出を行

う予定です。 

・貸出後のロコモ度テストは、令和３年３月中旬の電動アシスト自転車の返却時に実施する

ので、その結果も踏まえ、健康増進効果を検証します。 

・まちなかを自動車ではなく、自転車で移動してもらうには、自転車走行空間整備など自転

車で走行しやすい道路整備がとても重要なことが分かったので、車中心の道路整備から

人中心の道路整備へ転換していくことを検討していきます。 

・自転車の課題である、雨天、荷物、同乗者などの問題が伴う移動を自転車がカバーするの

か、自転車以外のモビリティでカバーするのか検討していく必要があると考えます。 

・高齢者の移動手段の一つとして、電動アシスト自転車が有効であるということがある程度

わかったと同時に、今回のようなある一定期間貸出を行い、日常生活で体感していただく

ことが有効であることが分かったので、今後は今回のような貸出事業を市内の自転車店

等でも実施してもらえないか検討していきます。（単純に貸出するのではなく、交通ルー

ルや貸出の趣旨をうまく伝える丁寧な貸出が必要と考えます。） 



 

・今回の貸出事業にて、高齢者の移動手段の一つとして、電動アシスト自転車が有効である

ということがわかったと同時に、雨天時、荷物が多い場合、同乗者がいる場合など車でな

いとダメな移動があるという意見も多かったことから、自転車で行ける距離は自転車で

行き、車でないとダメな場合のみ車を使うという使い分けを若いうちからしてもらう意

識の醸成のためのきっかけづくりもしてまいります。 

 

 

 


